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全
国
中
小
企
業
団
体
中
央
会

で
は
、
こ
の
ほ
ど
平
成
二
十
五

年
度 

組
合
資
料
収
集
加
工
事

業
報
告
書
「
先
進
組
合
事
例
抄

録
」
を
発
行
し
た
が
、
こ
の
中

で
当
組
合
の
北
海
道
と
九
州
の

組
合
ま
で
締
結
し
た
「
緊
急
時

相
互
委
託
生
産
協
定
」
が
、
組

合
間
連
携
の
先
進
事
例
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

同

報

告

書

は

昭

和

五

十

七

年
か
ら
毎
年
テ
ー
マ
を
決
め
て

共
同
事
業
等
に
先
進
的
に
と
の

組
ん
で
い
る
組
合
事
例
を
収
集

し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
収
集

し
た
組
合
事
例
は
述
べ
六
千
組

合
を
越
え
て
い
る
。 

 

平
成
二
十
五
年
度
は
「
Ｉ
Ｔ

経
営(

運
営)

」「
商
店
街
・
共
同

店
舗
」「
農
商
工
連
携
・
六
次
産

業
化
」「
組
合
間
連
携
」
を
取
り

上
げ
専
門
家
の
協
力
を
得
な
が

ら
詳
細
な
調
査
分
析
を
行
い
、

こ
れ
を
も
と
に
組
合
事
例
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
「
先
進
組
合
事
例

抄
録
」
と
し
て
ま
と
め
た
も
の
。 

当

組

合

が

一

昨

年

の

一

月

に
ま
ず
北
海
道
シ
ー
ル
印
刷
協

同
組
合
と
「
緊
急
時
相
互
委
託

生
産
協
定
」
を
締
結
し
、
東
日

本
大
震
災
の
よ
う
な
災
害
時
に
、

組
合
が
責
任
を
持
っ
て
代
替
生

産
拠
点
を
確
保
す
る
た
め
に
、

遠
隔
地
で
あ
る
北
海
道
の
組
合

と
協
定
を
締
結
し
、
組
合
員
を

紹
介
す
る
と
い
う
も
の
で
、 

そ
の
後
昨
年
の
四
月
に
は
九
州

シ
ー
ル
印
刷
協
同
組
合
と
も
協

定
を
締
結
し
た
が
、
こ
れ
を
全

国
中
央
会
で
は
「
組
合
員
は
取

引
先
よ
り
『
事
業
継
続
能
力
の

向
上
が
見
込
ま
れ
る
』
と
評
価

さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
双
方
の

組
合
員
の
規
模
や
所
有
設
備
、

得
意
分
野
な
ど
の
情
報
を
共
有

化
す
る
と
と
も
に
、
双
方
の
組

合
員
同
士
が
交
流
を
深
め
、
現

場
レ
ベ
ル
で
の
調
整
等
を
行
う

な
ど
、
有
事
の
際
に
協
定
が
確

実
に
実
行
さ
れ
る
よ
う
、
体
制

の
整
備
が
期
待
さ
れ
る
」
と
、

そ
の
成
果
と
効
果
に
つ
い
て
評

価
し
て
い
る
。 

 

組
合
間
連
携
に
つ
い
て
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
、

国
内
市
場
の
成
熟
化
な
ど
、
中

小
企
業
を
取
り
巻
く
経
済
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
こ

の
新
た
な
環
境
に
中
小
企
業
が

対
応
す
る
に
は
、
協
同
組
合
単

独
の
共
同
経
済
事
業
で
は
限
界

が
あ
り
、
そ
れ
を
打
破
す
る
新

た
な
連
携
の
展
開
が
必
要
と
な

り
、
そ
の
一
つ
が
今
回
の
組
合

間
連
携
で
あ
る
と
し
て
い
る
。 
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全国中央会の「先進組合事例抄録」に組合間連携として紹介される  

全
国
中
央
会
が
報
告
書
で
取
上
げ 

「
緊
急
時
相
互
委
託
生
産
協
定
」
を 

 
 

組
合
間
連
携
の
先
進
事
例
と
し
て 
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今
年
度
最
後
の
支
部
会
は
、

三
月
十
二
日(

水)
に
、
新
宿
区

五

丁

目

の

Ｌ

Ｅ

Ｆ

Ｋ

Ａ

Ｄ

Ａ
(

レ
フ
カ
ダ)

於
い
て
、
東
支
部

と
西
支
部
合
同
で
開
催
さ
れ
、

落
語
家
の
桂
米
福
と
三
笑
亭
可

女
次
さ
ん
の
二
人
の
寄
席
を
楽

し
み
ま
し
た
。 

 

会
場
は
二
十
人
ほ
ど
で
い
っ

ぱ
い
に
な
る
ほ
ど
の
広
さ
の
た

め
、
出
席
し
た
組
合
員
と
そ
の

身
内
で
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
進
め
ら
れ
、
初
め
に
可
女
次

さ
ん
、
続
い
て
米
福
さ
ん
の
落

語
を
聞
き
、
休
憩
を
挟
ん
で
二

回
目
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
二

人
の
落
語
を
計
四
回
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

落
語
を
聞
く
と
い
う
支
部
会

は
組
合
で
も
初
め
て
だ
っ
た
だ

け
に
、
参
加
者
が
ど
う
反
応
す

る
か
が
心
配
で
し
た
が
、
さ
す

が
に
プ
ロ
の
落
語
家
だ
け
に
、

面
白
お
か
し
く
、
笑
っ
て
い
る

間
に
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が

過
ぎ
ま
し
た
。 

 

こ
の
後
、
二
人
の
落
語
家
さ

ん
を
交
え
て
、
飲
食
を
し
な
が 

     

ら
の
交
流
会
と
な
り
、
日
ご
ろ

は
聞
け
な
い
落
語
家
さ
ん
の
苦

労
や
、
人
を
笑
わ
せ
る
難
し
さ
、

落
語
の
楽
し
さ
な
ど
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

い
つ
も
の
飲
み
食
い
の
支
部

会
と
は
ま
っ
た
く
別
の
雰
囲
気

の
中
で
の
支
部
会
で
し
た
が
、

組
合
員
同
士
の
さ
ら
な
る
親
睦

が
図
れ
た
よ
う
で
す
。   

             

全
日
本
シ
ー
ル
印
刷
協
同
組

合
連
合
会
主
催
の
第
五
十
五
回

年
次
大
会
・
東
北
大
会
は
、
十

月
二
十
四
日(

金)

に
、
東
北
シ

ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷
協
同
組
合

(

渡
邉
正
昭
理
事
長)

の
担
当
で

宮
城
県
の
南
三
陸
金
華
山
国
定

公
園
に
あ
る
「
南
三
陸
ホ
テ
ル

観
洋
」
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

す
。 

 

南
三
陸
町
と
い
え
ば
、
三
年

前
の
東
日
本
大
震
災
の
際
に
、

防
災
庁
舎
か
ら
町
民
に
最
後
ま

で
防
災
無
線
で
避
難
を
呼
び
か

け
て
い
た
女
性
が
犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
で
あ
ま
り
に
も
有
名
に

な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
東
北
大
会
は
、
震
災

か
ら
三
年
が
経
過
し
た
東
北
が

ど
れ
だ
け
復
興
し
た
か
を
見
て

も
ら
い
た
い
と
、
渡
辺
理
事
長

な
ど
東
北
の
組
合
員
が
、
あ
え

て
震
災
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
場
所

に
な
っ
た
南
三
陸
町
で
開
催
す

る
こ
と
に
し
た
も
の
。 

 

会
場
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に
つ

い
て
は
ま
だ
鉄
道
が
復
旧
し
て

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
仙
台
駅

よ
り
送
迎
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
バ

ス
に
も
語
り
部
を
載
せ
て
、
震

災
当
日
の
体
験
談
を
語
る
こ
と

に
し
て
い
る
。 

 

会
場
と
な
る
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋 

                            
 

     

盛
り
上
が
っ
た
今
年
度
最
後
の
支
部
会 

落
語
を
聞
き
な
が
ら
懇
親
深
め
る 

落語を聞きながらの支部会で懇親深める  

第 55 回年次大会・東北大会  
 

南三陸町ホテル観洋で開催  

震災からの復興見てほしい 

一人でも多くの参加を ! 



 
 

     

日
報
ビ
ジ
ネ
ス
主
催
の
「
第

十
回
ダ
イ
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン(
Ｄ
Ｆ
Ｊ

二
〇
一
四)

」
は
、
今
年
も
一
一

月
十
一
日
、
十
二
日
の
二
日
間

東
京
五
反
田
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
グ
ラ
ン

ド
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
競
争
力

あ
る
打
ち
抜
き
技
術
の
確
立
を

目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

 

同
展
は
紙
器
、
段
ボ
ー
ル
、

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
を
は
じ
め
と

す
る
メ
ー
カ
ー
お
よ
び
抜
き
型

メ
ー
カ
ー
の
打
ち
抜
き
。
抜
型

工
程
の
よ
り
一
層
の
改
善
を
め

ざ
し
、
平
成
六
年
に
第
一
回
が

開
催
さ
れ
て
か
ら
、
今
回
が
十

回
目
と
な
る
も
の
で
す
。 

 

開
催
概
要
等
は
次
の
通
り
。 

■
名 

称 

●

第

十

回

ダ

イ

カ

ッ

テ

ィ

ン

グ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
ジ
ャ
パ
ン 

(

略
称
：
Ｄ
Ｆ
Ｊ 

２
０
１
４) 

■
テ
ー
マ 

●
「
競
争
力
あ
る
打
抜
き
技
術

の
確
立
を
め
ざ
し
て
」 

■
会 

期 

      

●
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
一

日(

火)

～
十
二
日(

水) 

■
会 

場 

●
Ｔ
Ｏ
Ｃ(

テ
ー
オ
ー
シ
ー
ビ

ル) 
■
主 

催 

●
日
報
ビ
ジ
ネ
ス
株
式
会
社 

■
時 
間 

●
⑴
）
セ
ミ
ナ
ー
： 

一
日
目

午
後
一
時
よ
り
五
時
半 

二
日

目
午
前
１
０
時
よ
り
午
後
一
時

二
〇
分 

●
⑵
展
示
ホ
ー
ル
： 

午
前
十

時
よ
り
５
時(

両
日
共) 

●

⑶

業

界

交

流

パ

ー

テ

ィ

： 

一
日
目
午
後
五
時
四
五
分
よ
り

七
時
一
五
分 

セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
一
般
見
学
の

■
参
加
対
象 

●
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
・
シ
ー
ル
・

ラ
ベ
ル
メ
ー
カ
ー
、
抜
型
メ
ー

カ
ー
、
機
材
メ
ー
カ
ー 

■
セ
ミ
ナ
ー
受
講
料 

●
一
名
に
つ
き
二
万
円
＋
消
費

税(

二
日
間
通
し
券
。
業
界
交
流

パ
ー
テ
ィ
に
ご
招
待) 

■
受
講
定
員 

●
二
五
〇
名(

先
着
順
、
定
員
に

な
り
次
第
締
切) 

ミ
ー
ト･

ザ･

エ
キ
ス
パ
ー
ト･

ホ
ー
ル
（
展
示
ホ
ー
ル
）
の
規

模 ●
限
定
六
〇
小
間(

先
着
順
申

込
み
、
満
小
間
に
な
り
次
第
締

切
り) 

■
動
員
計
画 

●
二
千 

名 

■
開
催
主
旨
・
目
的 

●
紙
器
・
段
ボ
ー
ル
・
シ
ー
ル
・

ラ

ベ

ル

・

ブ

リ

ス

タ

ー

パ

ッ

ク
・
ク
リ
ア
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
、

打
抜
き
・
箔
押
し
・
エ
ン
ボ
ス

加
工
を
必
須
と
す
る
製
品
分
野

を
対
象
と
し
、
打
抜
工
程
へ
の

新
し
い
取
り
組
み
方
と
ニ
ュ
ー

ア
イ
デ
ア
を
発
見
し
、
収
益
力

の
高
い
競
争
力
あ
ふ
れ
た
抜
型

の
製
造
と
、
打
抜
き
オ
ペ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
実
現
に
大
き
な
成
果

を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。 

■
展
示
内
容 

●
平
盤
・
ロ
ー
タ
リ
打
抜
機
、

シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
印
刷
打
抜
機
、

カ
ス
取
り
機
、
箔
押
機
、
エ
ン

ボ
ス
機(

以
上
の
中
で
大
型
機

は
実
機
展
示
で
は
な
く
ビ
デ
オ
、

パ
ネ
ル
、
サ
ン
プ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

展
示)

、
サ
ン
プ
ル
カ
ッ
タ
ー
、

自
動
製
図
機
、
自
動
刃
曲
機
、

各
種
木
型
、
金
属
ダ
イ
カ
ッ
ト

ロ
ー
ル
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ダ
イ
、

面
板
、
刃
材
、
ラ
バ
ー
、
テ
ー

プ
、
接
着
剤
、
Ｃ
Ａ
Ｄ/

Ｃ
Ａ
Ｍ
、

そ
の
他
関
連
機
材 

■
併
催
行
事 

●
人
と
く
ら
し
と
ダ
ン
ボ
ー
ル

展 ●
生
活
と
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
展 

 

【
テ
ー
マ
】
安
全
・
安
心
な

生
活
を
支
え
る
包
装
資
材 

 

【
目 

的
】
東
日
本
大
震
災

を
契
機
に
、
段
ボ
ー
ル
は
従
来

の
産
業
資
材
と
し
て
の
用
途
と

と
も
に
、
よ
り
生
活
に
密
着
し

た 

素
材
と
し
て
の
可
能
性
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

 

ま
た
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
は
、

安
全
・
安
心
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
る
中
、
メ
ー
カ
ー
と
生
活

者
と
を
つ
な
ぐ
メ
デ
ィ
ア
と
し

て
の 

役
割
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。 

 

 

段
ボ
ー
ル
・
紙
器
・
シ
ー
ル
・

ラ
ベ
ル
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
様
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
【
生
活
】

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
を
Ｄ
Ｆ
Ｊ
特
設
コ
ー

ナ
ー
に
展
示
し
、
包
装
資
材
と

し
て
の
魅
力
と
可
能
性
を
探
っ

て
い
き
ま
す
。 

問
合
せ
は
左
記
ま
で
。 
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ダ
イ
カ
ッ
テ
ィ
ン
ク
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ
ン 

競
争
力
あ
る
打
抜
き
技
術
の
確
立
を 



  
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム
ジ
ャ
パ

ン
は
二
〇
一
四
年
七
月
二
十
二

日
か
ら
二
日
間
、
千
代
田
区
丸

の
内
の
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
イ
ベ
ン

ト
は
、
コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
と
テ

ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
シ
ョ
ー
で
構
成

さ
れ
ま
す
。 

 

ラ

ベ

ル

フ

ォ

ー

ラ

ム

ジ

ャ

パ
ン
は
、
今
回
記
念
す
べ
き
五

回
目
を
迎
え
る
、
日
本
の
ラ
ベ

ル
市
場
唯
一
の
専
門
イ
ベ
ン
ト

で
す
。 

 

当
イ
ベ
ン
ト
は
、
ラ
ベ
ル
市

場
の
ト
レ
ン
ド
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
を
発
信
す
る
「
コ
ン
フ
ァ

レ
ン
ス
」
、
実
機
実
演
を
含
む
最

新
の
資
機
材
が
終
結
す
る
「
テ

ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
シ
ョ
ー
」
、
世
界

と
国
内
の
ラ
ベ
ル
業
界
人
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
を
構
築
す
る

「
Ｖ
Ｉ
Ｐ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
」
で

構
成
さ
れ
ま
す
。 

 

ラ
ベ
ル
市
場
の
今
と
将
来
展

望
を
発
信
、
獲
得
す
る
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ラ
ベ
ル
と
パ
ッ

ケ
ー
ジ
印
刷
産
業
に
関
わ
る
業

界
人
と
ユ
ー
ザ
ー
と
が
一
堂
に

会
す
る
、
日
本
唯
一
の
専
門
イ

ベ
ン
ト
で
す
。 

開
催
概
要
は
次
の
通
り
。 

名

称

・

ラ

ベ

ル

フ

ォ

ー

ラ

ム
・
ジ
ャ
パ
ン
二
〇
一
四 

会
期
・
二
〇
一
四
年
七
月
二

十
二
日(

火)

、
二
十
三
日(

水) 

会
場
・
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム 

主
催
・
ラ
ベ
ル
新
聞
社 

内

容

・

コ

ン

フ

ァ

レ

ン

ス
・
・
・
二
十
二
セ
ッ
シ
ョ
ン 

テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
シ
ョ
ー
・
・
・

九
〇
小
間 

Ｖ
Ｉ
Ｐ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
・
・
・

三
〇
〇
人 

来
場
見
込
・
コ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
四
五
〇
名
、
テ
ー
ブ
ル
ト
ッ

プ
シ
ョ
ー
三
〇
〇
〇
名 

 

コ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
ラ
ベ

ル
と
パ
ッ
ケ
ー
ジ
業
界
に
お
け

る
市
場
動
向
や
将
来
展
望
、
ブ

ラ
ン
ド
オ
ー
な
ー
か
ら
の
ラ
ベ

ル
採
用
事
例
紹
介
や
課
題
提
起
、

新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
提
案

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
す
。
セ
ッ

シ
ョ
ン
は
、「
基
調
講
演
」
と
「
ブ

ラ
ン
ド
オ
ー
ナ
ー
」
、
「
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
、
「
ラ
ベ
ル
ト

レ
ン
ド
」
、「
テ
ク
ニ
カ
ル
」
、「
ラ

ベ
ル
コ
ン
バ
ー
タ
ー
」
な
ど
を

予
定
。
そ
れ
ぞ
れ
第
一
線
で
活

躍
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
や

識
者
、
専
門
家
か
ら
、
最
新
の

情
報
が
提
供
さ
れ
ま
す
。 

 

テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
シ
ョ
ー
は
、

九
〇
小
間
以
上
の
出
展
者
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
パ
ネ
ル
や
サ

ン
プ
ル
の
ほ
か
、
実
機
展
示
な

ど
、
国
内
外
の
ラ
ベ
ル
に
関
す

る
最
先
端
技
術
が
集
結
し
ま
す
。 

 

前
回
の
ラ
ベ
ル
フ
ォ
ー
ラ
ム

ジ
ャ
パ
ン
二
〇
一
二
で
は
、
七

三
社
八
五
小
間
の
出
展
を
頂
き
、

国
内
外
か
ら
三
〇
〇
〇
人
の
来

場
が
あ
り
ま
し
た
。
印
刷
機
や

加
工
機
、
資
材
、
機
材
な
ど
、

ラ
ベ
ル
に
関
す
る
多
く
の
新
商

品
や
先
端
技
術
の
展
示
が
あ
り

ま
し
た
。 

 

展
示
会
場
に
は
、
簡
単
な
ケ

ー
タ
リ
ン
グ
も
ご
用
意
し
て
い

ま
す
。 

事
前
登
録
頂
く
と
入
場

無
料
で
す
、
ご
来
場
の
際
は
登

録
フ
ォ
ー
ム
よ
り
事
前
登
録
く

だ
さ
い
。 

テ

ー

ブ

ル

ト

ッ

プ

シ

ョ

ー

で
は
、
実
機
に
よ
る
実
演
も
多

数
予
定
し
て
い
ま
す
。
前
回
は

デ
ジ
タ
ル
印
刷
機
や
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ナ
ル
印
刷
機
、
加
工
機
、

テ
ー
ブ
ル
ト
ッ
プ
プ
リ
ン
タ
ー
、

検
査
装
置
、C

T
P

な
ど
、
数
多

く
の
実
機
が
出
展
さ
れ
、
実
演

を
交
え
た
プ
レ
ゼ
ン
が
展
開
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
前
回
以

上
の
実
機
実
演
も
予
定
し
て
い

ま
す
。
実
演
に
絡
め
た
新
し
い

仕
掛
け
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

全

日

シ

ー

ル

連

組

合

員

割

り
２
ｄ
ａ
ｙ
チ
ケ
ッ
ト
（
三
万

一
千
円
・
税
込
み
） 

 
申
し
込
み
は
、
ラ
ベ
ル
新
聞

社 
電
話
０
３
―
３
８
６
６
―

６
５
７
７ 

 

(

ラ
ベ
ル
新
聞
社
Ｈ
Ｐ
よ
り) 

 

                               

国内最大のラベル関連イベント開催 

7 月 22、23 日の 2 日間 東京国際フォーラムで 



 

 

          

ラ
ベ
ル
新
聞
社
で
は
、
九
月

九
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
ラ
ベ

ル
エ
キ
ス
ポ
ア
メ
リ
カ 

２
０

１
４
」
の
視
察
を
目
的
と
し
た

ツ
ア
ー
を
企
画
、
現
在
参
加
者

を
募
集
中
。 

同
展
は
、
英
国
タ
ー
サ
ス
が

主
催
す
る
シ
ー
ル
・
ラ
ベ
ル
な

ど
ナ
ロ
ー
ウ
ェ
ブ
コ
ン
バ
ー
テ

ィ

ン

グ

に

特

化

し

た

産

業

展

「
ラ
ベ
ル
エ
キ
ス
ポ
グ
ロ
ー
バ

ル
シ
リ
ー
ズ
」
の
一
つ
。
欧
州

（
ベ
ル
ギ
ー
）
、
北
米
（
シ
カ
ゴ
）
、

ア
ジ
ア
（
上
海
）
を
舞
台
に
、

先
進
の
技
術
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
、
印
刷
機
や
周
辺
機
器
が
披

露
さ
れ
る
。 

 

ツ
ア
ー
で
は
２
日
間
の
展
示

会
場
視
察
を
予
定
。
多
数
の
出

展
企
業
を
効
率
的
に
巡
回
す
る

場
内
ツ
ア
ー
は
、
日
米
同
時
通

訳
が
帯
同
し
て
イ
ン
タ
ラ
ク
テ

ィ
ブ
な
や
り
と
り
が
行
え
る
。 

 
 

ま

た

今

回

の

企

業

視

察

で

は
ツ
ア
ー
初
の
ボ
ス
ト
ン
を
訪

問
。
近
郊
の
ラ
ベ
ル
印
刷
会
社

を
複
数
社
訪
問
し
て
、
当
地
の

ラ
ベ
ル
ト
レ
ン
ド
や
技
術
動
向
、

各
社
の
経
営
戦
略
を
学
ぶ
。 

 

最
終
日
１
３
日
㈯
は
、
初
の

試
み
と
し
て
市
場
視
察
と
ブ
ラ

ン
ド
オ
ー
ナ
ー
訪
問
を
兼
ね
た

オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
を
実
施
。 

 

行
程
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
や

ボ
ス
ト
ン
・
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス

の
本
拠
地
フ
ェ
ン
ウ
ェ
イ
・
パ

ー
ク
、
米
最
古
の
都
市
公
園
「
ボ

ス
ト
ン
コ
モ
ン
」
な
ど
を
見
学

し
た
の
ち
、
１
８
２
４
年
建
設

の
歴
史
的
建
造
物
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
構
え
る
「
ク

イ
ン
シ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
で
市

場
視
察
。
午
後
は
ワ
イ
ナ
リ
ー

を
訪
れ
、
試
飲
を
楽
し
み
な
が

ら
ワ
イ
ン
造
り
や
ラ
ベ
ル
に
つ

い
て
説
明
し
て
も
ら
う
。
参
加

費
は
１
万
２
０
０
０
円
（
２
０

人
以
上
の
場
合
・
ワ
イ
ナ
リ
ー

見
学
費
用
、
チ
ッ
プ
込
み
）
。 

 

旅
行
代
金
は
３
５
万
４
０
０

０
円
（
２
名
１
室
利
用
の
場
合
、

空
港
諸
税
・
オ
イ
ル
サ
ー
チ
ャ

ー
ジ
等
別
）
。
問
い
合
わ
せ
は
ラ

ベ
ル
新
聞
社
ま
で
。 

 

業 

界 

短 

信 

 

代
表
者
が
変
更 

エ
イ
ブ
リ
ィ
・
デ
ニ
ソ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
マ
テ
リ
ア
ル
ズ
は
、

こ
の
ほ
ど
代
表
者
が
変
更
と
な

っ
た
。 

新

代

表

者

は

左

記

の

と

お

り
。 代

表
者
・
ミ
ン
・
ア
ン 

  

事
務
所
を
移
転 

 

㈱
タ
カ
ノ
機
械
製
作
所
は
、

こ
の
ほ
ど
左
記
に
事
務
所
を
移

転
し
た
。 

新
住
所
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
は

次
の
通
り
。 

住
所
・
江
東
区
潮
見
二
‐
八

‐
十 

 

潮
見
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ビ
ル
一
Ｆ 

電
話
・
〇
三-

五
六
三
三-

六

三
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
〇
三-

三
六
四
四-

六
〇
八
八 

 

理
事
会
議
事
録 

 

日
時
・
平
成
二
十
六
年
四
月

十
八
日 

午
後
六
時 

会
場
・
連
合
会
会
議
室 

議
題
・
① 

平
成
二
十
五
年

度
決
算
に
つ
い
て
②
平
成
二
十

六
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て
③

平
成
二
十
六
年
度
予
算
案
に
つ

い
て
④
そ
の
他
に
つ
い
て
。 

平

成

二

十

五

年

度

決

算

に

つ
い
て
は
、
最
終
的
に
二
八
四

万
円
の
赤
字
決
算
に
な
っ
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
、
そ
の
内
訳
に

つ
い
て
本
間
専
務
理
事
よ
り
説

明
が
行
わ
れ
、
退
職
金
の
不
足

分
と
組
合
事
務
所
の
一
階
、
二

階
の
賃
貸
契
約
が
解
除
さ
れ
、

新
規
契
約
者
が
決
ま
る
ま
で
の

三
か
月
分
の
賃
貸
料
、
さ
ら
に

組
合
事
業
収
入
の
大
幅
な
落
ち

込
み
が
主
要
因
と
し
て
報
告
さ

れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

平

成

二

十

六

年

度

予

算

案

に
つ
い
て
は
、
一
階
、
二
階
の

賃
貸
料
が
半
減
す
る
が
、
本
間

専
務
理
事
が
定
年
と
な
り
、
嘱

託
契
約
と
な
っ
た
た
め
、
人
件

費
が
大
幅
に
減
っ
た
こ
と
か
ら

今
期
は
何
と
か
な
る
と
の
見
込

み
が
報
告
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

そ
の
他
根
組
合
研
修
旅
行
に
つ

い
て
は
、
磯
部
温
泉
「
舌
切
り

雀
の
お
宿
」
に
決
定
し
、
研
修

は
埼
玉
県
小
川
町
の
紙
す
き
体

験
を
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
、

案
内
状
を
組
合
員
・
会
友
、
協

賛
会
に
送
付
す
る
こ
と
で
了
承

さ
れ
た
。 
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ラベル新聞社がツアー企画 

 現地印刷会社を見学予定 

  

9 月 8 日から 15 日まで８日間 



■
昼
寝
・
仮
眠
の
効
果
は 

仮

眠

や

昼

寝

の

効

果

に

つ

い
て
は
昔
か
ら
研
究
さ
れ
て
お

り
、
思
考
が
鋭
く
な
っ
た
り
記

憶
機
能
が
増
し
た
り
注
意
力
が

増
し
た
り
と
、
脳
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
高
め
る
効
果
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
仮
眠
の
驚
く
べ
き
効
果
と 

 

       

        

 

効
率
の
良
い
昼
寝
の
方
法
を
紹

介
し
ま
す
。 

■
人
は
昼
寝
を
す
る
よ
う
に

で
き
て
い
る 

昼
食
を
食
べ
終
わ
っ
た
後
、

つ
い
ど
う
に
も
眠
く
な
る
経
験

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

こ
れ
は
、

も
と
も
と
人
間
に
組
み
込
ま
れ

て
い
る
サ
イ
ク
ル
の
一
つ
で
、

本
来

1

時
か
ら

2

時
ご
ろ
に
か

け
て
は
眠
る
よ
う
に
本
能
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
の
事
。 

こ

れ

は

正

常

な

人

の

体

の

リ
ズ
ム
で
、
体
内
時
計
通
り
な

の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
昼
寝
が

し
た
い
と
感
じ
る
の
は
体
内
リ

ズ
ム
の
自
然
な
現
象
で
す 

■
な
ぜ
、
昼
食
後
に
眠
く
な

る 
私
た
ち
の
体
は
、
食
べ
物
を

摂
取
し
た
後
で
消
化
活
動
を
始

め
ま
す
。
こ
の
活
動
は
無
意
識

の
う
ち
に
行
わ
れ
る
の
で
す
が
、

活
動
の
際
に
あ
る
サ
イ
ン
を
出

し
ま
す
。
そ
れ
は
「
眠
ろ
う
」

と
い
う
サ
イ
ン
で
す 

消

化

活

動

と

セ

ッ

ト

の

サ

イ
ン
な
の
で
、
睡
眠
欲
を
感
じ

て
も
夜
に
十
分
な
睡
眠
時
間
を

確
保
出
来
て
い
る
の
な
ら
「
お

昼
に
眠
く
な
る
な
ん
て
寝
不
足

か
し
ら
？
」
と
心
配
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん 

■
仮
眠
の
驚
く
べ
き
効
果 

①
記
憶
力
の
向
上 

昼

寝

を

す

る

こ

と

で

記

憶

力
が
上
が
る
こ
と
が
、
実
験
か

ら
判
明
し
て
い
ま
す
。
研
究
者

に
よ
る
と
、
記
憶
は
い
っ
た
ん

脳
の
海
馬
と
い
う
場
所
に
保
管

さ
れ
ま
す
が
、
昼
寝
は
海
馬
に

記
録
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
、
書
き

換
え
ら
れ
に
く
い
大
脳
新
皮
質

と
い
う
場
所
に
移
動
さ
せ
る
効

果
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す 

②
学
習
能
力
の
上
昇 

寝
て
い

る
間

も
脳

は
活

動

を
続

け
て
お
り
、
日
々
の
情
報
を
整
理
す

る
こ
と
で
学
習
能
力
を
高
め
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

夜

の

睡

眠

だ

け

で

は

な

く

お
昼
寝
の
時
間
も
情
報
整
理
に

あ
て
る
こ
と
で
、
必
要
な
情
報

を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
頭
か
ら
引

き
出
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、

覚
え
る
情
報
が
多
い
時
や
受
験

生
な
ど
は
お
昼
寝
し
た
ほ
う
が

良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

③
心
臓
病
リ
ス
ク
の
低
下 

 

日
本
人
の
死
因
で
多
い
と
さ

れ
て
い
る
の
が
、
癌
、
脳
卒
中
、

心
臓
病
の
三
つ
。
昼
寝
を
す
る

こ
と
で
こ
の
心
臓
病
の
リ
ス
ク

が
低
下
す
る
と
い
う
検
証
結
果

が
、
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
テ
ネ
医
科

大
学
や
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
医
学

部
に
お
い
て
報
告
さ
れ
て
い
ま

す 

■
効
果
的
な
昼
寝
の
三
つ
の

コ
ツ ①

昼
寝
の
時
間 

昼
寝
は
、
「
一
五
～
二
〇
分

の
間
で
と
る
こ
と
」
で
、
そ
の

効
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
三
〇
分
以
上
の
昼
寝
を
し

て
し
ま
う
と
、
あ
な
た
の
脳
は

熟
睡
す
る
モ
ー
ド
に
切
り
替
わ

っ
て
し
ま
い
、
起
床
後
も
慢
性

的
な
眠
気
が
続
い
て
し
ま
う
結

果
と
な
り
ま
す 

 

②
昼
寝
前
に
カ
フ
ェ
イ
ン
を

摂
る コ

ー
ヒ
ー
や
お
茶
な
ど
、
カ

フ
ェ
イ
ン
を
含
ん
だ
ド
リ
ン
ク

を
直
前
に
飲
む
と
よ
い
。
カ
フ

ェ
イ
ン
の
覚
醒
効
果
は
三
〇
分

後
く
ら
い
に
表
れ
る
た
め
、
ち

ょ
う
ど
昼
寝
か
ら
目
覚
め
る
べ

き
タ
イ
ミ
ン
グ
で
覚
醒
し
や
す

く
な
り
、
ス
ッ
キ
リ
起
き
ら
れ

る
そ
う 

③
太
陽
の
光
を
浴
び
る 

昼
寝
か
ら
目
覚
め
た
ら
、
ま

ず
太
陽
の
光
を
浴
び
ま
す
。
日

の
光
を
浴
び
る
と
メ
ラ
ト
ニ
ン

と
い
う
物
質
を
抑
制
し
、
昼
と

夜
の
区
別
を
つ
け
ま
す
。「
光
療

法
」
と
い
っ
て
、
特
に
昼
夜
逆

転
生
活
の
人
や
時
差
ぼ
け
の
人

な
ど
睡
眠
障
害
の
人
に
効
果
が

あ
り
ま
す
。 
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NO 124 

健康がいちばん  

夜眠っているにもかかわらず 

日中に強い眠気生じる“過眠症”  

あなたの高血圧はどのタイプ 


